
国
営
事
業
地
区
の

将
来
展
望

　
東
近
江
地
区
（
以
下
、「
本
地
区
」
と
い
う
。）
が
あ
る

東
近
江
市
は
、
滋
賀
県
の
東
部
に
あ
り
、
三
大
都
市
で
あ

る
大
阪
市
、
名
古
屋
市
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
、
東
に
鈴

鹿
山
脈
、
西
に
琵
琶
湖
が
あ
り
、
鈴
鹿
山
脈
を
源
流
と
す

る
一
級
河
川
淀
川
水
系
愛
知
川
の
扇
状
地
に
広
が
る
肥
沃

で
緑
豊
か
な
田
園
地
帯
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　
本
地
区
は
、
経
営
規
模
に
対
し
て
狭
小
な
区
画
が
残
っ

て
い
る
こ
と
、
ほ
場
の
排
水
不
良
及
び
農
業
用
用
水
路
の

老
朽
化
に
よ
る
漏
水
な
ど
が
、
効
率
的
な
営
農
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業「
東

近
江
地
区
」（
以
下「
本
事
業
」と
い
う
。）に
よ
り
、
区
画
整

理
及
び
農
業
用
用
排
水
を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

自
動
走
行
農
機
等
の
先
端
技
術
の
普
及
や
野
菜
等
の
高
収

益
作
物
の
作
付
け
拡
大
に
対
応
し
た
生
産
基
盤
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
農
地
の
土
地
利
用
の
計
画
的
な
再
編
と
担

い
手
へ
の
利
用
集
積
を
進
め
、
併
せ
て
、
用
水
施
設
の
整

備
を
行
い
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
及
び
施
設
の
維
持
管

理
の
費
用
と
労
力
を
軽
減
し
、
農
業
生
産
性
の
向
上
及
び

農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
、
農
業
の
振
興
を
基
幹
と
し
た

地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
、
本
年
度

着
手
と
な
っ
た
本

事
業
内
容
を
取
材

し
た
。

1
　
地
域
の
あ
ら
ま
し

　

東
近
江
市
は
、
旧
八
日
市
市
、
神
崎
郡
永
源
寺
町
・
五

個
荘
町
、
愛
知
郡
愛
東
町
・
湖
東
町
、
神
崎
郡
能
登
川
町
・

蒲
生
郡
蒲
生
町
の
一
市
六
町
が
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
り

誕
生
し
た
市
で
あ
り
、
万
葉
の
森
船
岡
山
や
太
郎
坊
宮
な

ど
の
社
寺
・
文
化
財
が
多
く
存
在
し
、
鎌
倉
時
代
や
戦
国

時
代
か
ら
交
通
の
要
衝
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
場

町
や
門
前
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
。「
八
日
市
」
の
名
は
、

聖
徳
太
子
が
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
人
々
に
交
易
の
道
を
教

え
、
以
来
、「
八
」
の
日
に
「
市
」
が
開
か
れ
た
こ
と
に

由
来
す
る
。
江
戸
時
代
以
降
の
中
世
で
は
、「
近
江
商
人
」

の
活
躍
が
見
ら
れ
る
な
ど
様
々
な
地
域
と
交
流
を
通
じ
た

独
自
の
文
化
や
三
百
年
以
上
に
わ
た
り
受
け
継
い
で
き
た

「
八
日
市
大
凧
」
な
ど
様
々
な
伝
統
文
化
を
育
ん
で
い
る
。

　

農
業
面
で
は
、
水
田
の
割
合
が
高
く
、「
近
江
米
」
の

主
産
地
と
し
て
、
水
稲
を
基
幹
作
物
に
小
麦
、
大
豆
の
土

地
利
用
型
農
業
、
さ
ら
に
、
土
壌
や
気
象
条
件
が
非
常
に

良
い
こ
と
か
ら
、
に
ん
じ
ん
、
キ
ャ
ベ
ツ
等
の
野
菜
を
組

合
せ
た
農
業
経
営
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
同
市
の
農
業
生

産
基
盤
の
整
備
は
、
昭
和
五
十
年
頃
か
ら
団
体
営
ほ
場
整

備
事
業
等
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
三
〇
a
以
上
の
区
画
整
備

率
は
、
九
割
（
令
和
元
年
度
）
と
高
い
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
第
一
次
産
業
生
産
額
は
、
県
全
体
の
約

一
五
％
を
占
め
、
滋
賀
県
下
第
一
位
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
を
農
業
が
占
め
て
い
る
。

　

本
地
区
は
、
旧
八
日
市
市
に
あ
り
、
愛
知
川
の
扇
状
地

左
岸
に
位
置
す
る
県
下
で
も
有
数
の
水
田
地
帯
で
あ
り
、

用
水
は
、
愛
知
川
、
た
め
池
、
地
下
水
及
び
反
復
水
を
水

源
と
し
て
、
用
水
路
を
経
て
各
ほ
場
に
配
水
さ
れ
、
排
水

は
、
排
水
路
を
経
て
、
愛
知
川
・
大
同
川
・
長
命
寺
川
・

蛇
砂
川
を
介
し
、
琵
琶
湖
に
全
て
自
然
排
水
で
流
出
す
る
。

　

な
お
、
琵
琶
湖
と
そ
の
周
辺
は
、
伝
統
的
な
琵
琶
湖
漁

業
、
環
境
こ
だ
わ
り
農
業
、
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
、
水
源

林
の
保
全
な
ど
が
、「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
令
和

四
年
七
月
に
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関（
F
A
O
）に
よ
っ

東ひ
が
し

近お

う

み江
地
区
を
徹
底
調
査

東
急
建
設
株
式
会
社　

関
西
支
店

衣
笠
浩
二

鈴鹿山脈を望む田園風景

「琵琶湖システム」パンフレットより

将来展望国営事業地区の

て
、
世
界
農
業
遺
産
（
G
I
A
H
S
）
に
認
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
社
会
的
・
経
済
的
・
生
態
学
的
な
変
化
に

適
応
し
、
形
を
変
え
な
が
ら
千
年
以
上
に
亘
っ
て
受
け
継

が
れ
て
き
た
琵
琶
湖
と
共
生
す
る
持
続
的
な
農
林
水
産
業

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

2
　
事
業
の
目
的
及
び
必
要
性

　

本
地
区
の
農
地
は
、
経
営
規
模
に
対
し
て
狭
小

な
区
画
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
部
の
ほ
場
で
は
、

排
水
不
良
も
生
じ
て
お
り
、
効
率
的
な
農
作
業
を

行
う
上
で
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
区
内
の
用
水
施
設
は
、
漏
水
等
の
施

設
の
機
能
低
下
が
生
じ
て
お
り
、
農
業
用
水
の
安

定
供
給
に
支
障
を
来
し
て
い
る
と
と
も
に
、
施
設

の
維
持
管
理
に
多
大
な
費
用
と
労
力
を
要
し
て

い
る
。

　

こ
の
た
め
、
本
事
業
に
よ
り
、
区
画
整
理
及
び

農
業
用
用
排
水
を
一
体
的
に
施
行
し
、
ス
マ
ー
ト

農
業
等
の
先
端
的
技
術
の
普
及
や
高
収
益
作
物

の
作
付
け
拡
大
等
に
対
応
し
た
生
産
基
盤
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
農
地
の
土
地
利
用
の
計
画
的

な
再
編
と
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
進

め
、
併
せ
て
、
用
水
施
設
の
整
備
を
行
い
、
農
業

用
水
の
安
定
供
給
及
び
施
設
の
維
持
管
理
の
費

用
と
労
力
を
軽
減
し
、
農
業
生
産
性
の
向
上
及
び

農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
、
農
業
の
振
興
を
基
幹

と
し
た
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

3
　
関
係
す
る
事
業
の
概
要

　

こ
の
地
域
で
は
、
昭
和
二
十
七
年
度
か
ら
昭
和
五
十
八

年
度
に
か
け
て
、国
営
愛
知
川
土
地
改
良
事
業（
以
下
、「
国

営
愛
知
川
事
業
」
と
い
う
。）
が
実
施
さ
れ
、永
源
寺
ダ
ム
、

瓜
生
川
揚
水
機
場
等
三
個
所
、
神
崎
幹
線
用
水
路
等
八
路

線
（
延
長
五
五
・
七
㎞
）
な
ど
が
造
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

安
定
的
な
用
水
補
給
が
可
能
と
な
り
農
業
経
営
の
安
定
化

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
令
和
六
年
度

に
か
け
て
、
国
営
愛
知
川
事
業
で
造
成
さ
れ
、

老
朽
化
し
た
幹
線
用
水
路
等
の
農
業
水
利
施

設
の
改
修
と
と
も
に
、
農
業
用
用
水
の
不
足
に

対
応
す
る
た
め
、
水
源
施
設
の
整
備
等
を
行

い
、
農
業
用
用
水
の
安
定
供
給
と
施
設
の
維
持

管
理
を
図
る
た
め
、
国
営
湖
東
平
野
土
地
改
良

事
業
（
以
下
、「
国
営
湖
東
平
野
事
業
」
と
い

う
。）
が
実
施
さ
れ
た
。

　

本
事
業
の
併
せ
行
う
農
業
用
用
排
水
事
業

東近江地区 一般計画平面図

建部西部団地

御園東部団地

御園中部団地

玉緒東部団地

上羽田北方団地

芝原団地
御園団地

東近江地区

柏木団地

上平木団地

下羽田団地

中羽田団地

万葉の森 船岡山 太郎坊官

名神自動車道路

八日市駅

近江鉄道

八日市 IC

東近江農地整備事業所

位置図

瓦屋禅寺

愛

知

川

八日市大凧

区画整理＋農業用用排水
区画整理のみ
農業用用排水のみ

凡例
用水路（改修）
用水路（既設利用）
分水工等（改修）
地下水井（更新）

東近江地区　一般計画平面図

関係する事業概要表

事業名 国営愛知川土地改良事業 国営湖東平野土地改良事業

関係市町

東近江市（旧八日市市、旧愛
東町、旧永源寺町、旧五個
荘町）、愛荘町（旧秦荘町、
旧愛知川町）、近江八幡市（旧
安土町）、豊郷町

近江八幡市、東近江市、愛荘町、
豊郷町

受益面積 7,957ha 6,877ha

総事業費 195億円 282億円

事業期間 昭和27年度～昭和58年度 平成26年度～令和 6年度

事業内容

永源寺ダム： 1個所
揚 水 機 場： 3個所
幹線用水路： 8路線
　　　　　　（延長55.7km）

永源寺ダム：38万㎥
　　　　　　（貯水池内掘削）
用水路改修：7.7km
地下水井新設：0.51㎥/s
水管理施設： 1式

29土地改良　331号　2025.10 ●
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る
県
下
で
も
有
数
の
水
田
地
帯
で
あ
り
、

用
水
は
、
愛
知
川
、
た
め
池
、
地
下
水
及
び
反
復
水
を
水

源
と
し
て
、
用
水
路
を
経
て
各
ほ
場
に
配
水
さ
れ
、
排
水

は
、
排
水
路
を
経
て
、
愛
知
川
・
大
同
川
・
長
命
寺
川
・

蛇
砂
川
を
介
し
、
琵
琶
湖
に
全
て
自
然
排
水
で
流
出
す
る
。

　

な
お
、
琵
琶
湖
と
そ
の
周
辺
は
、
伝
統
的
な
琵
琶
湖
漁

業
、
環
境
こ
だ
わ
り
農
業
、
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
、
水
源

林
の
保
全
な
ど
が
、「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
令
和

四
年
七
月
に
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関（
F
A
O
）に
よ
っ

東ひ
が
し

近お

う

み江
地
区
を
徹
底
調
査

東
急
建
設
株
式
会
社　

関
西
支
店

衣
笠
浩
二

鈴鹿山脈を望む田園風景

「琵琶湖システム」パンフレットより

将来展望国営事業地区の

て
、
世
界
農
業
遺
産
（
G
I
A
H
S
）
に
認
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
社
会
的
・
経
済
的
・
生
態
学
的
な
変
化
に

適
応
し
、
形
を
変
え
な
が
ら
千
年
以
上
に
亘
っ
て
受
け
継

が
れ
て
き
た
琵
琶
湖
と
共
生
す
る
持
続
的
な
農
林
水
産
業

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

2
　
事
業
の
目
的
及
び
必
要
性

　

本
地
区
の
農
地
は
、
経
営
規
模
に
対
し
て
狭
小

な
区
画
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
部
の
ほ
場
で
は
、

排
水
不
良
も
生
じ
て
お
り
、
効
率
的
な
農
作
業
を

行
う
上
で
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
区
内
の
用
水
施
設
は
、
漏
水
等
の
施

設
の
機
能
低
下
が
生
じ
て
お
り
、
農
業
用
水
の
安

定
供
給
に
支
障
を
来
し
て
い
る
と
と
も
に
、
施
設

の
維
持
管
理
に
多
大
な
費
用
と
労
力
を
要
し
て

い
る
。

　

こ
の
た
め
、
本
事
業
に
よ
り
、
区
画
整
理
及
び

農
業
用
用
排
水
を
一
体
的
に
施
行
し
、
ス
マ
ー
ト

農
業
等
の
先
端
的
技
術
の
普
及
や
高
収
益
作
物

の
作
付
け
拡
大
等
に
対
応
し
た
生
産
基
盤
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
農
地
の
土
地
利
用
の
計
画
的

な
再
編
と
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
を
進

め
、
併
せ
て
、
用
水
施
設
の
整
備
を
行
い
、
農
業

用
水
の
安
定
供
給
及
び
施
設
の
維
持
管
理
の
費

用
と
労
力
を
軽
減
し
、
農
業
生
産
性
の
向
上
及
び

農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
、
農
業
の
振
興
を
基
幹

と
し
た
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

3
　
関
係
す
る
事
業
の
概
要

　

こ
の
地
域
で
は
、
昭
和
二
十
七
年
度
か
ら
昭
和
五
十
八

年
度
に
か
け
て
、国
営
愛
知
川
土
地
改
良
事
業（
以
下
、「
国

営
愛
知
川
事
業
」
と
い
う
。）
が
実
施
さ
れ
、永
源
寺
ダ
ム
、

瓜
生
川
揚
水
機
場
等
三
個
所
、
神
崎
幹
線
用
水
路
等
八
路

線
（
延
長
五
五
・
七
㎞
）
な
ど
が
造
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

安
定
的
な
用
水
補
給
が
可
能
と
な
り
農
業
経
営
の
安
定
化

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
令
和
六
年
度

に
か
け
て
、
国
営
愛
知
川
事
業
で
造
成
さ
れ
、

老
朽
化
し
た
幹
線
用
水
路
等
の
農
業
水
利
施

設
の
改
修
と
と
も
に
、
農
業
用
用
水
の
不
足
に

対
応
す
る
た
め
、
水
源
施
設
の
整
備
等
を
行

い
、
農
業
用
用
水
の
安
定
供
給
と
施
設
の
維
持

管
理
を
図
る
た
め
、
国
営
湖
東
平
野
土
地
改
良

事
業
（
以
下
、「
国
営
湖
東
平
野
事
業
」
と
い

う
。）
が
実
施
さ
れ
た
。

　

本
事
業
の
併
せ
行
う
農
業
用
用
排
水
事
業

東近江地区 一般計画平面図

建部西部団地

御園東部団地

御園中部団地

玉緒東部団地

上羽田北方団地

芝原団地
御園団地

東近江地区

柏木団地

上平木団地

下羽田団地

中羽田団地

万葉の森 船岡山 太郎坊官

名神自動車道路

八日市駅

近江鉄道

八日市 IC

東近江農地整備事業所

位置図

瓦屋禅寺

愛

知

川

八日市大凧

区画整理＋農業用用排水
区画整理のみ
農業用用排水のみ

凡例
用水路（改修）
用水路（既設利用）
分水工等（改修）
地下水井（更新）

東近江地区　一般計画平面図

関係する事業概要表

事業名 国営愛知川土地改良事業 国営湖東平野土地改良事業

関係市町

東近江市（旧八日市市、旧愛
東町、旧永源寺町、旧五個
荘町）、愛荘町（旧秦荘町、
旧愛知川町）、近江八幡市（旧
安土町）、豊郷町

近江八幡市、東近江市、愛荘町、
豊郷町

受益面積 7,957ha 6,877ha

総事業費 195億円 282億円

事業期間 昭和27年度～昭和58年度 平成26年度～令和 6年度

事業内容

永源寺ダム： 1個所
揚 水 機 場： 3個所
幹線用水路： 8路線
　　　　　　（延長55.7km）

永源寺ダム：38万㎥
　　　　　　（貯水池内掘削）
用水路改修：7.7km
地下水井新設：0.51㎥/s
水管理施設： 1式

30 土地改良　331号　2025.10●



に
よ
り
改
修
す
る
送
水
路
等
は
、
そ
の
関
係
す
る
事
業
で

あ
る
国
営
愛
知
川
事
業
で
造
成
、
国
営
湖
東
平
野
事
業
で

改
修
整
備
さ
れ
た
国
営
神
崎
幹
線
用
水
路
、
国
営
蒲
生
幹

線
用
水
路
及
び
県
営
水
路
等
か
ら
送
水
し
て
い
る
。

4
　
事
業
計
画
の
概
要

　

本
事
業
は
、
東
近
江
市
の
六
八
一
ha
（
水
田
六
七
九
ha
、

畑
二
ha
）
の
農
業
地
帯
に
お
い
て
、
令
和
七
年
度
か
ら
令

和
二
十
年
度
の
十
四
年
工
期
の
予
定
で
、
総

事
業
費
三
四
〇
億
円
で
実
施
さ
れ
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。
事
業
で
は
、
区
画
整
理
事
業

（
基
幹
事
業
）
と
し
て
、
受
益
面
積
六
四
二

ha
に
お
い
て
、
ほ
場
の
整
形
や
大
区
画
化
を

基
本
と
す
る
ほ
場
整
備
と
併
せ
て
用
排
水
路

の
管
路
化
、
暗
渠
排
水
の
整
備
、
農
道
の
拡

幅
整
備
等
を
行
う
と
と
も
に
、
農
業
用
用
排

水
事
業
（
併
せ
行
う
事
業
）
に
よ
り
、
団
地

内
に
接
続
す
る
用
水
路
（
五
・
九
㎞
）
等
の

改
修
を
一
体
的
に
整
備
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業

等
の
先
端
的
技
術
の
普
及
や
高
収
益
作
物
の
作
付
拡
大
等

に
対
応
し
た
生
産
基
盤
を
整
備
す
る
な
ど
、
農
業
生
産
性

の
向
上
及
び
農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
、
農
業
の
振
興
を

基
幹
と
し
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
な
お
、
工
事
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
る
。

【
区
画
の
整
理
】

　

区
画
整
理
は
、
柏
木
、
上
羽
田
北
方
、
上
平
木
、
中
羽

田
・
下
羽
田
、
建
部
西
部
、
玉
緒
東
部
、
芝
原
、
御
園
（
御

園
・
御
園
中
部
・
御
園
東
部
）
の
八
換
地
区
で
実
施
さ
れ
、

標
準
的
な
一
耕
区
の
面
積
を
一
〜
一
・
五
ha
と
大
区
画
化

す
る
。
併
せ
て
、
区
画
整
理
の
内
、
排
水
不
良
地
で
あ
る

二
〇
七
ha
に
お
い
て
、
暗
渠
排
水
を
施
工
す
る
計
画
と

な
っ
て
お
り
、
水
田
を
汎
用
化
し
、
高
収
益
作
物
へ
の
転

換
、
作
付
面
積
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

事業実施後イメージ図

現況 整備後

現況 整備後

排水路用水路

取水口
（給水栓）

用水路
ほ区

耕区
（1.5ha）

100m100m

15
0m

15
0m

排水口

幅広畦畔

流
水
方
向

（管水路）

排水路支線道路
（管水路）

用水路

標準区画図（1.5ha）
現況（0.1ha～0.3ha 区画）

■ほ場の大区画化

計画（1.0ha～1.5ha 区画）

（管水路）

■用排水路の管路化

標準区画図・整備前後イメージ

将来展望国営事業地区の

【
農
道
の
整
備
】

　

大
型
機
械
が
離
合
で
き
る
よ
う
に
拡
幅
す
る
計
画
で
あ
る
。

【
水
路
の
整
備
】

　

用
水
路
は
、
主
に
各
ほ
場
ま
で
管
路
化
し
て
給
水
栓
に

て
取
水
で
き
る
よ
う
に
整
備
、
排
水
路
は
、
管
路
化
も
盛

り
込
ん
だ
整
備
で
の
計
画
で
あ
る
。

【
送
水
路
の
整
備
】

　

国
営
及
び
県
営
愛
知
川
土
地
改
良
事
業
の
用
水
路
と
整

備
す
る
ほ
場
を
つ
な
ぐ
送
水
路
の
改
修
と
合
わ
せ
て
、
揚

水
式
の
地
下
水
井
を
一
六
個
所
改
修
す
る
計
画
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
農
業
用
用
水
の
安
定
供
給
及
び
施
設
の
維
持
管

理
の
費
用
と
労
力
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

5
　「
東
近
江
地
区
」
が
目
指
す
姿

　

次
世
代
に
繋
が
る
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、
本
地
区

で
は
、
次
の
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
柱
に
設
定
し
て
、
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

⑴  

ス
マ
ー
ト
農
業
等
の
導
入
に
よ
る

農
作
業
の
省
力
化
・
効
率
化

　

農
作
業
の
省
力
化
・
効
率
化
を
実
現
す
る
た
め
、
大
型

農
業
機
械
や
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の
導
入
が
可
能
な
水
田

の
大
区
画
化
等
の
基
盤
整
備
を
行
う
の
に
合
わ
せ
て
、

I
C
T
水
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
各

ほ
場
の
自
動
給
水
栓
や
分
水
工
バ
ル
ブ
、
地
下
水
ポ
ン
プ

が
遠
隔
で
監
視
（
操
作
）
可
能
と
な
り
、
水
管
理
の
省
力

化
や
無
駄
水
の
削
減
、
節
電
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

⑵ 

営
農
体
制
強
化
に
よ
る
農
業
の
維
持
・
発
展

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
減
少
が
進
む
中
、
地
域
農
業

を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
農
地
や
用
水
施
設
等

の
経
営
資
源
や
、
栽
培
技
術
・
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
次
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
集
落
営

農
法
人
で
の
専
従
者
雇
用
等
に
よ
る
後
継
者
の
育
成
や
、

機
械
の
共
同
利
用
を
は
じ
め
と
し
た
法
人
間
の
強
い
連
携

等
に
よ
り
、
営
農
体
制
経
営
強
化
を
積
極
的
に
推
進
し
、

地
域
農
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指
す
。

⑶  

高
収
益
作
物
の
生
産
拡
大
に
よ
る

も
う
か
る
農
業
の
実
現

　

水
稲
の
作
付
け
で
は
、
農
業
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
中
、
農
業
・
農
村
の
活
性
化
や
、
次
世
代
の
担
い
手
を

確
保
す
る
に
は
、
も
う
か
る
農
業
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ

る
。
従
来
の
水
稲
・
麦
・
大
豆
に
加
え
て
、
野
菜
等
の
高

収
益
作
物
の
生
産
を
拡
大
し
て
お
り
、
高
収
益
作
物
の
作

付
面
積
割
合
を
約
二
〇
％
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。
本
地
区
で
は
、
基
盤
整
備
に
よ
る
水
田
の
大
区

画
化
や
、
暗
渠
排
水
等
の
導
入
を
機
に
、
機
械
化
が
可
能

な
高
収
益
作
物
で
あ
る
、
た
ま
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
、
キ
ャ

ベ
ツ
等
の
生
産
拡
大
を
目
指
す
。

　

本
事
業
を
契
機
と
し
て
、「
東
近
江
地
区
」
の
目
指
す

姿
が
達
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
産
地
収
益
力
の

向
上
、
安
定
し
た
農
業
経
営
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
報
告
と
す
る
。

【
参
考
文
献
】

• 「
国
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地
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概
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）
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地
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」
環
境
配
慮
計
画
（
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政
局

• 「
国
営
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地
改
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評
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結
果
（
令
和
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農
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業
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作
成
：
東
近
江
地
区
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
推
進
協
議
会

早期の整備を待ち望む地元の声
　
本
地
区
は
、
未
整
備
箇
所
が
あ
る
も
の
の
一
〇
〜
三
〇
a
区
画

で
の
一
次
整
備
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
ま
す
が
、
目
標
と
す
る
経
営

規
模
に
対
し
て
狭
小
な
区
画
で
あ
る
こ
と
や
農
道
幅
が
狭
い
箇
所

も
あ
り
大
型
機
械
の
使
用
に
支
障
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
作
業
効

率
が
悪
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工
区
毎
に
土
壌
条
件

が
異
な
っ
て
お
り
、乾
田
箇
所
で
は
、減
水
深
が
大
き
く
用
水
管
理

に
労
力
を
費
や
し
、湿
田
箇
所
で
は
、野
菜
等
の
作
物
導
入
の
妨
げ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
営
農
面
は
、
一
部
に
小
規
模
な
営
農
の
方
は
お
ら
れ
る
も
の
の
、

主
体
は
、
集
落
単
位
で
の
集
落
営
農
組
織
を
設
け
て
行
っ
て
い
ま

す
が
、
組
織
規
模
は
小
さ
い
状
況
で
す
。
八
日
市
地
域
法
人
連
絡

協
議
会
を
令
和
二
年
度
に
立
ち
上
げ
、
組
織
間
の
営
農
面
で
の
連

携
を
と
る
取
組
を
開
始
し
て
お
り
、今
後
は
、営
農
組
織
規
模
の
拡

大
・
法
人
化
、機
械
の
貸
し
借
り
や
苗
等
の
共
同
購
入
な
ど
を
進
め
、

地
域
農
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
国
営
事
業
で
の
一
〜
一
・
五
ha
区
画
に
拡
大
整
備
、排
水
不
良
水

田
へ
の
暗
渠
排
水
の
設
置
、
用
水
路
の
更
新
整
備
に
併
せ
て

I
C
T
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ

と
で
、こ
れ
ら
の
課
題
も
解
決
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、本
事
業
が
少
し
で
も
早
く
完
成
す
る
こ
と
で
、次
世
代

に
I
C
T
技
術
の
導
入
も
含
め
維
持
管
理
費
や
労
力
の
低
減
な
ど

の
効
率
的
な
営
農
、
高
収
益
作
物
の
生
産
拡
大
が
で
き
る
環
境
整

備
及
び
担
い
手
営
農
者
に
よ
る
儲
か
る
農
業
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が

で
き
、
本
地
域
が
継
続
的
に
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
東
近
江
市
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実

証
実
験
や
地
域
商
社
に
よ
る
販
路
拡
大
へ
の
取
組
に
も
、
こ
の
事

業
を
通
じ
て
連
携
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
関
係
機
関
の
お
力
を
借
り
な
が
ら
、
国
営
事
業
が
円
滑
に
進
む

よ
う
話
し
合
い
を
続
け
事
業
の
進
捗
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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に
よ
り
改
修
す
る
送
水
路
等
は
、
そ
の
関
係
す
る
事
業
で

あ
る
国
営
愛
知
川
事
業
で
造
成
、
国
営
湖
東
平
野
事
業
で

改
修
整
備
さ
れ
た
国
営
神
崎
幹
線
用
水
路
、
国
営
蒲
生
幹

線
用
水
路
及
び
県
営
水
路
等
か
ら
送
水
し
て
い
る
。

4
　
事
業
計
画
の
概
要

　

本
事
業
は
、
東
近
江
市
の
六
八
一
ha
（
水
田
六
七
九
ha
、

畑
二
ha
）
の
農
業
地
帯
に
お
い
て
、
令
和
七
年
度
か
ら
令

和
二
十
年
度
の
十
四
年
工
期
の
予
定
で
、
総

事
業
費
三
四
〇
億
円
で
実
施
さ
れ
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。
事
業
で
は
、
区
画
整
理
事
業

（
基
幹
事
業
）
と
し
て
、
受
益
面
積
六
四
二

ha
に
お
い
て
、
ほ
場
の
整
形
や
大
区
画
化
を

基
本
と
す
る
ほ
場
整
備
と
併
せ
て
用
排
水
路

の
管
路
化
、
暗
渠
排
水
の
整
備
、
農
道
の
拡

幅
整
備
等
を
行
う
と
と
も
に
、
農
業
用
用
排

水
事
業
（
併
せ
行
う
事
業
）
に
よ
り
、
団
地

内
に
接
続
す
る
用
水
路
（
五
・
九
㎞
）
等
の

改
修
を
一
体
的
に
整
備
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業

等
の
先
端
的
技
術
の
普
及
や
高
収
益
作
物
の
作
付
拡
大
等

に
対
応
し
た
生
産
基
盤
を
整
備
す
る
な
ど
、
農
業
生
産
性

の
向
上
及
び
農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
、
農
業
の
振
興
を

基
幹
と
し
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
な
お
、
工
事
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
る
。

【
区
画
の
整
理
】

　

区
画
整
理
は
、
柏
木
、
上
羽
田
北
方
、
上
平
木
、
中
羽

田
・
下
羽
田
、
建
部
西
部
、
玉
緒
東
部
、
芝
原
、
御
園
（
御

園
・
御
園
中
部
・
御
園
東
部
）
の
八
換
地
区
で
実
施
さ
れ
、

標
準
的
な
一
耕
区
の
面
積
を
一
〜
一
・
五
ha
と
大
区
画
化

す
る
。
併
せ
て
、
区
画
整
理
の
内
、
排
水
不
良
地
で
あ
る

二
〇
七
ha
に
お
い
て
、
暗
渠
排
水
を
施
工
す
る
計
画
と

な
っ
て
お
り
、
水
田
を
汎
用
化
し
、
高
収
益
作
物
へ
の
転

換
、
作
付
面
積
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

事業実施後イメージ図

現況 整備後

現況 整備後

排水路用水路

取水口
（給水栓）

用水路
ほ区

耕区
（1.5ha）

100m100m

15
0m

15
0m

排水口

幅広畦畔

流
水
方
向

（管水路）

排水路支線道路
（管水路）

用水路

標準区画図（1.5ha）
現況（0.1ha～0.3ha 区画）

■ほ場の大区画化

計画（1.0ha～1.5ha 区画）

（管水路）

■用排水路の管路化

標準区画図・整備前後イメージ

将来展望国営事業地区の

【
農
道
の
整
備
】

　

大
型
機
械
が
離
合
で
き
る
よ
う
に
拡
幅
す
る
計
画
で
あ
る
。

【
水
路
の
整
備
】

　

用
水
路
は
、
主
に
各
ほ
場
ま
で
管
路
化
し
て
給
水
栓
に

て
取
水
で
き
る
よ
う
に
整
備
、
排
水
路
は
、
管
路
化
も
盛

り
込
ん
だ
整
備
で
の
計
画
で
あ
る
。

【
送
水
路
の
整
備
】

　

国
営
及
び
県
営
愛
知
川
土
地
改
良
事
業
の
用
水
路
と
整

備
す
る
ほ
場
を
つ
な
ぐ
送
水
路
の
改
修
と
合
わ
せ
て
、
揚

水
式
の
地
下
水
井
を
一
六
個
所
改
修
す
る
計
画
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
農
業
用
用
水
の
安
定
供
給
及
び
施
設
の
維
持
管

理
の
費
用
と
労
力
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

5
　「
東
近
江
地
区
」
が
目
指
す
姿

　

次
世
代
に
繋
が
る
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、
本
地
区

で
は
、
次
の
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
柱
に
設
定
し
て
、
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

⑴  

ス
マ
ー
ト
農
業
等
の
導
入
に
よ
る

農
作
業
の
省
力
化
・
効
率
化

　

農
作
業
の
省
力
化
・
効
率
化
を
実
現
す
る
た
め
、
大
型

農
業
機
械
や
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の
導
入
が
可
能
な
水
田

の
大
区
画
化
等
の
基
盤
整
備
を
行
う
の
に
合
わ
せ
て
、

I
C
T
水
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
各

ほ
場
の
自
動
給
水
栓
や
分
水
工
バ
ル
ブ
、
地
下
水
ポ
ン
プ

が
遠
隔
で
監
視
（
操
作
）
可
能
と
な
り
、
水
管
理
の
省
力

化
や
無
駄
水
の
削
減
、
節
電
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

⑵ 

営
農
体
制
強
化
に
よ
る
農
業
の
維
持
・
発
展

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
減
少
が
進
む
中
、
地
域
農
業

を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
農
地
や
用
水
施
設
等

の
経
営
資
源
や
、
栽
培
技
術
・
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
次
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
集
落
営

農
法
人
で
の
専
従
者
雇
用
等
に
よ
る
後
継
者
の
育
成
や
、

機
械
の
共
同
利
用
を
は
じ
め
と
し
た
法
人
間
の
強
い
連
携

等
に
よ
り
、
営
農
体
制
経
営
強
化
を
積
極
的
に
推
進
し
、

地
域
農
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指
す
。

⑶  

高
収
益
作
物
の
生
産
拡
大
に
よ
る

も
う
か
る
農
業
の
実
現

　

水
稲
の
作
付
け
で
は
、
農
業
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い

る
中
、
農
業
・
農
村
の
活
性
化
や
、
次
世
代
の
担
い
手
を

確
保
す
る
に
は
、
も
う
か
る
農
業
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ

る
。
従
来
の
水
稲
・
麦
・
大
豆
に
加
え
て
、
野
菜
等
の
高

収
益
作
物
の
生
産
を
拡
大
し
て
お
り
、
高
収
益
作
物
の
作

付
面
積
割
合
を
約
二
〇
％
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。
本
地
区
で
は
、
基
盤
整
備
に
よ
る
水
田
の
大
区

画
化
や
、
暗
渠
排
水
等
の
導
入
を
機
に
、
機
械
化
が
可
能

な
高
収
益
作
物
で
あ
る
、
た
ま
ね
ぎ
、
に
ん
じ
ん
、
キ
ャ

ベ
ツ
等
の
生
産
拡
大
を
目
指
す
。

　

本
事
業
を
契
機
と
し
て
、「
東
近
江
地
区
」
の
目
指
す

姿
が
達
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
産
地
収
益
力
の

向
上
、
安
定
し
た
農
業
経
営
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
報
告
と
す
る
。
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用
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障
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な
っ
て
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る
な
ど
、
作
業
効

率
が
悪
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工
区
毎
に
土
壌
条
件

が
異
な
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て
お
り
、乾
田
箇
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で
は
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水
深
が
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管
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箇
所
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作
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一
部
に
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方
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ら
れ
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の
の
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主
体
は
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集
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単
位
で
の
集
落
営
農
組
織
を
設
け
て
行
っ
て
い
ま

す
が
、
組
織
規
模
は
小
さ
い
状
況
で
す
。
八
日
市
地
域
法
人
連
絡

協
議
会
を
令
和
二
年
度
に
立
ち
上
げ
、
組
織
間
の
営
農
面
で
の
連

携
を
と
る
取
組
を
開
始
し
て
お
り
、今
後
は
、営
農
組
織
規
模
の
拡

大
・
法
人
化
、機
械
の
貸
し
借
り
や
苗
等
の
共
同
購
入
な
ど
を
進
め
、

地
域
農
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
国
営
事
業
で
の
一
〜
一
・
五
ha
区
画
に
拡
大
整
備
、排
水
不
良
水

田
へ
の
暗
渠
排
水
の
設
置
、
用
水
路
の
更
新
整
備
に
併
せ
て

I
C
T
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ

と
で
、こ
れ
ら
の
課
題
も
解
決
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、本
事
業
が
少
し
で
も
早
く
完
成
す
る
こ
と
で
、次
世
代

に
I
C
T
技
術
の
導
入
も
含
め
維
持
管
理
費
や
労
力
の
低
減
な
ど

の
効
率
的
な
営
農
、
高
収
益
作
物
の
生
産
拡
大
が
で
き
る
環
境
整

備
及
び
担
い
手
営
農
者
に
よ
る
儲
か
る
農
業
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が

で
き
、
本
地
域
が
継
続
的
に
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
東
近
江
市
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実

証
実
験
や
地
域
商
社
に
よ
る
販
路
拡
大
へ
の
取
組
に
も
、
こ
の
事

業
を
通
じ
て
連
携
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
関
係
機
関
の
お
力
を
借
り
な
が
ら
、
国
営
事
業
が
円
滑
に
進
む

よ
う
話
し
合
い
を
続
け
事
業
の
進
捗
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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